
           
 

 

令和６年度スタート ～新任式・1 学期始業式・入学式～ 

 ３月 22 日に令和５年度末人事異動により本校を転退職された 16 名の先生方を見送り、さびしい思いをしてい

たところでしたが、４月８日、新たに 19名の先生方をお迎えし令和６年度のスタートを切ることになりました。 

「自彊不息」「質実剛健」「文武両道」の校訓を掲げる向陽中学校・高等学校を生徒たちの活気と笑顔が溢れる学

校にしていきましょう。 

 ≪着任された先生方≫ 

 【高校】 

山本  玄 先生（国語）   寺西  創 先生（国語）   橋本 彩世 先生（国語）   栗山 昌典 先生（社会） 

玉置 將人 先生（社会）   橋本 大輝 先生（社会）   北﨑 政樹 先生（数学）   阪田 祐二 先生（数学） 

中尾 允紀 先生（理科）   柏  貴文 先生（理科）   郷間美有紀 先生（英語）   上田  栞 先生（英語） 

宮﨑 玲旺 先生（情報）   花田 和也 先生（保健体育） 山本喜一郎 先生（保健体育） 北谷 爽真 先生（事務） 

小畑有賀子 先生（事務） 

 【中学校】 

  柑本 崇至 先生（理科）   前田 芳允 先生（数学） 

 

「勇気と覚悟をもって自分の限界に挑戦」 

 この言葉は、校長先生が４月８日の１学期始業式、４月９日の入学式で生徒の皆さんに話された言葉です。先

月の卒業式では「人の成長に限界はない」ということも話をされていました。 

新しい環境に身を置く  新しいことに挑戦する  新しいものに触れる  

どんなことでも新しいことを試みようとする時、誰でも不安に感じ、緊張するものです。今までの人生の中で、

皆さんは沢山の新しいことを体験してきたことと思います。新学期を迎えた学校でも、新しい友達との出会い、

新しい教科書、今までと違ったＨＲ教室等々、新しいことで溢れ、皆さんの心もドキドキしていると思います。

しかし、その新しいことも時が経てば、その時に味わった「ドキドキ感」も薄れ、いつの日か「日常」となりま

す。新しい生活に「慣れる」ということは決して悪いことではありませんが、人の成長はどれだけ新しいことに

挑戦し、或いは出会い、そして、その時にどれだけ大きな「ドキドキ感」を得られるかだと思います。その「ド

キドキ感」は先生や他の人から与えられる場合もありますが、自分から挑戦したときの方が大きい「ドキドキ感」

が得られると思います。 

今までの人生の中で作った自分の「殻」みたいなものがあるかもしれませんが、月末にある遠足を始めとする

学校行事だけでなく、美術館、博物館、コンサートなどで「本物」を体感したり、スポーツイベント、ボランテ

ィア活動などに挑戦したり、参加したりして自分自身を磨いてください。 

 

「夢への道を見つけ、歩んでいける自立した人間」  
 ４月９日、真新しい制服に身を包み、中学生 80 名、高校生 319 名が向陽中学校・高等学校への入学を許可さ

れました。「夢への道を見つけ、歩んでいける自立した人間になれるよう努力し続けることを誓います」と、１年

Ｂ組の福井七菜さんが新入生代表としてハキハキとした口調で力強く宣誓を行

いました。今、自分自身で描いている夢を改めて見つめ直し、その夢の実現に向

けて道を歩みはじめる人もいれば、学校生活を通して新たな夢を見つける人もい

るかもしれませんが、それも全く構いません。秋には来年度の文系・理系や科目

の選択が始まります。自分の夢の実現には、文系なのか理系なのか、大学等に進

学するのか就職するのか、受験にはどの科目が必要なのかなど、時間があるとき

に自分で調べ始めてください。 
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